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1　は　じ　め　に

インフルエンザは，人や鳥に限らず多くの動物にみら
れる感染症で，産業動物である豚や馬で感染が広がれ
ば，甚大な経済的被害が発生する．一方，犬のインフル
エンザの存在は，わが国でほとんど知られていない．お
そらく，昔から人のインフルエンザウイルス（以下，ウ
イルス）が低頻度ながらも飼い主から犬に感染していた
と考えられるが，家庭で個別に飼育されている犬に拡大
する機会はきわめて低く，また病原性自体も低いことか
ら，それが特に問題になったことはない．しかし，近年，
海外で犬インフルエンザが社会問題化している．発端
は，2004 年に米国で発生した馬ウイルスの犬への伝播
事件である［1］．集団飼育されていたドッグレース犬で
の感染拡大により，それは表面化した．つまり，条件が
揃えば，わが国のペット犬においてもインフルエンザが
流行し，問題となる可能性がある．本稿では，犬インフ
ルエンザについて概説する．

2　インフルエンザウイルス

インフルエンザウイルスは A型から D型に分類され，
それぞれゲノム・タンパク質構造が異なる．人では，A

型と B型ウイルスが季節性インフルエンザとして流行
する．A型ウイルスは多くの動物に呼吸器疾患を起こす
［2］．高病原性鳥ウイルスや犬ウイルスも A型である．

A型ウイルスは表面糖タンパク質（赤血球凝集素 HAと
ノイラミニダーゼ NA）に亜型がある．HAには H1～

H18，NAには N1～N11 があり，抗原性はその組み合
わせにより決まる．ただし，H17-18，N10-11 はコウ
モリ由来ウイルスで，他の動物では検出されない［3］．
A型ウイルスの自然宿主は水禽類であるが，鳥ウイルス
が人を含む哺乳動物に直接感染することはまれである．
細胞レセプターの違いやウイルス複製に関与する宿主因
子の種特異性のためである．

3　犬インフルエンザ

（1）H3N8 犬インフルエンザ
2004 年にフロリダで，レース用グレイハウンド 22 頭
が呼吸器疾患に罹患した［1］．高熱や咳がみられたが
14 頭は回復した．しかし，残りの 8頭は急死した．剖
検では，肺や胸腔内の重度の出血，気管炎や気管支肺炎，
肺上皮層や気道内腔に好中球とマクロファージの浸潤が
みられた．遺伝子配列から，このウイルスは H3N8 馬
ウイルスに最も類似しており，近くで飼育されていた馬
から伝播したと結論づけられた．馬インフルエンザは家
畜伝染病予防法の届出伝染病に指定されており，諸外国
でも古くから知られる急性の呼吸器疾患である．H7N7
ウイルスと H3N8 ウイルスが病原体であるが，現在は，
後者のみが流行している．H3N8 犬ウイルスは，H3N8
馬ウイルスと比較してレセプター結合部位など数残基が
異なっており，犬に感染しやすくなったと考えられる
［4］．米国における H3N8 犬ウイルスの流行は，その後，
全米各地（40 州）のペット犬にも拡大した（表）．つま
り，犬から犬へと伝播する犬インフルエンザウイルスと
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により，H3N2 犬ウイルスは 2005 年には，すでに韓国
に広がっていたことが判明した［10］．一方，中国南部
でもH3N2犬ウイルスが重度の呼吸器症状を示したペッ
ト犬から分離された．2006 年にはこの地域にすでに本
ウイルスによる犬への感染があったようである［11］．
2012 年には，タイにおいて呼吸器疾患の犬から H3N2
犬ウイルスが分離された［12］．これらアジアで分離さ
れた H3N2 犬ウイルスは，高い遺伝子相同性があり
H3N2 鳥ウイルスを共通祖先とすることが判明してい
る．生鳥市場で，あるいはウイルスが混入した鳥の加工
餌を食べたことにより感染したと推定される．さらに，
診察を受けた動物病院内で他の個体にも伝播したことが
疑われる事例もある．H3N2 犬ウイルスは，猫にも感染
して発症することが報告されている［13］．
2015 年，シカゴ近郊のシェルターなどの集団飼育施
設を中心に，1,000 頭を超える犬の呼吸器疾患が発生し
た［14］．当初，H3N8 犬ウイルスの感染が疑われたが，
解析の結果，アジアに流行している H3N2 犬ウイルス
の感染によることが判明した．アジアの食用犬の救済の
ため，シカゴに運ばれた個体が感染源であるとされる．
その後，本ウイルスによる犬の感染は，H3N8 犬ウイル
ス同様に米国内で拡大し，現在までに 20 州前後で報告
されている．わが国では H3N2 犬ウイルスの侵入は確
認されていない．

（3）人ウイルスの犬への感染
人の季節性インフルエンザウイルスが犬へ感染した事
例は，1970 年代から示されているが，犬における集団
発生例はこれまでに報告がない．最近，中国の犬から
H3N2 人ウイルスが分離されたが，そのウイルスの犬に
対する病原性は弱かった［15］．一方，H1N1 パンデミッ
クウイルス（H1N1pdm）のペット犬への感染が，米国
と中国で報告されている［16］．米国の症例では，イン
フルエンザにかかった飼い主からの感染が疑われてい
る．呼吸器症状から肺炎に進行したが，治療により回復
した．イタリアでは，血清疫学調査により，H1N1pdm

の犬への伝播が示されている［17］．わが国のペット犬
における血清疫学調査では，H1N1pdm及び H3N2 人
ウイルス，B型ウイルスに対する特異抗体が検出された
ことから過去の感染歴が示されたが，発症例は記録され
ていない［18, 19］．

（4）H5N1 高病原性鳥ウイルスの犬への感染
2004 年，タイの高病原性 H5N1 鳥ウイルスの感染が
頻発していた地域で，アヒルの死骸を食べた犬が高熱，
呼吸困難，昏睡状態に陥って死亡した［20］．血性鼻漏，
肺水腫，脾臓，腎臓，肝臓におけるうっ血が観察され，
H5N1 ウイルスが分離された．H5N1 ウイルスの犬に対

して，馬ウイルスとは異なる遺伝的集団に進化し，犬社
会に定着した．
現在まで，わが国には H3N8 犬ウイルスは侵入して
いない．感染実験では，日本国内で分離した H3N8 馬
ウイルスは，馬から犬へ伝播したが臨床症状はみられな
かった［5］．英国や豪州でも H3N8 馬ウイルスの犬へ
の伝播が報告されているが，拡大はしていない［6, 7］．
また最近，中国のペット犬から H3N8 抗体が検出され
たが，H3N8 犬ウイルスの感染があったのかは不明であ
る［8］．

（2）H3N2 犬インフルエンザ
2007 年，韓国で H3N2 ウイルスの犬への感染が起き
た［9］．解析の結果，H3N2 鳥ウイルスの犬への伝播で
あった．感染犬には呼吸器症状，発熱がみられ，死亡例
では重度の気管・気管支炎が認められた．血清疫学調査

表　インフルエンザウイルスの犬への伝播

亜型 感染源 年 場所 流行 参照文献

H3N8

馬 2004
～ 米国 有 Crawford et al. 

2005

馬 2002 英国 無 Daly et al. 2008

馬 2007 豪州 無 Kirkland et al. 
2010

H3N2

鳥・
犬？

2007
～ 韓国 有 Song et al. 2008

鳥・
犬？

2006
～ 中国 有 Li et al. 2010

犬 2012 タイ 無 Bunpapong et 
al. 2014

犬 2015
～ 米国 有 Newbur y et al. 

2016

H1N1 
pdm

人 2009 中国 無 Lin et al. 2012

人 2009 米国 無 AVMA repor t

高病原性
H5N1 鳥 2004 タイ 無 Songserm et al. 

2006

低病原性
H5N2 豚？ 2009 中国 無 Zhang et al. 

2012

H9N2 鳥 2010 中国 無 Sun et al. 2013

H3N1 犬 2010 韓国 無 Song et al. 2012

H6N1 鳥 2014 台湾 無 Lin et al. 2015

H3N8 
抗体 不明 2015 中国 無 Zhou et al. 2016

季節性
H3N2 
抗体

人 2005
～ 日本 無

Said et al. 2011 ; 
Horimoto et al. 
2014

H1N1 
pdm 
抗体

人 2009 日本 無 Horimoto et al. 
2014

人 2009 イタリア 無 Dundon et al. 
2010

B型抗体 人 2009 日本 無 Horimoto et al. 
2014
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10％以下である．犬種による感受性に若干の差がある
と推測される．

（3）診　　　断
臨床症状からの診断は難しく，発症初期の鼻腔・咽頭
スワブ検体を用いたウイルス遺伝子の検出（RT-PCR

法など）が用いられる．回復後の診断には，ペア血清（急
性期血清と回復期血清）を用いて特異抗体価の上昇（4
倍以上）を赤血球凝集抑制 HI試験で調べる．人体用の
A型インフルエンザ診断キット（NP抗原の検出）も使
用できると推測されるが，ウイルス亜型の識別はできな
い．

（4）治　　　療
基本は対症療法と栄養管理である．症状の程度や細菌
の二次感染，肺炎，脱水の有無などに応じて治療法を選
択する．妊娠，基礎疾患，免疫不全などの有無も考慮す
る必要がある．細菌感染が疑われる場合は，適正な抗菌
薬を，高熱や炎症症状の軽減には非ステロイド系抗炎症
薬を使用し，脱水には輸液で対処する．人体用の抗イン
フルエンザ薬の使用は動物には認められていない．

（5）予　　　防
インフルエンザウイルスは，各種消毒薬や洗剤で容易
に不活化される．ウイルスが付着した可能性のある診療
器具，ケージ，容器やリネンなどの確実な消毒が重要で
ある．空気の流れを考慮した感染犬の隔離が推奨され
る．感染犬と接触した獣医療関係者，飼い主は他の動物
に感染を伝播させないよう最大限の努力が必要である．
米国では，H3N8（2009 年に米国農務省承認）及び

H3N2（2015 年に承認）犬用不活化ワクチンが何種類
か実用化されている［25］．韓国でも H3N2 犬用ワクチ
ンが用意されている［26］．人のインフルエンザワクチ
ン同様，感染自体は防御できないが，症状の重篤化やウ
イルス排出量の抑制に効果がある．米国では，流行状況
やイヌの飼育環境，他の犬との接触機会の頻度などか
ら，感染するリスクが高いと判断される場合には，ワク
チン接種を考える必要がある．

5　お　わ　り　に

犬インフルエンザ（H3N8，H3N2）はわが国では報
告されていないが，検疫で摘発されずに，たとえば不顕
性感染の犬，あるいは人や物に付着してウイルスが侵入
する可能性は十分にある．しかし，ウイルスが国内に定
着するまでには，複数の犬に感染が広がりウイルスが維
持されることが必要である．仮に犬インフルエンザウイ
ルスが国内に持ち込まれ感染が起きたとしても，診察す
る獣医師が正確な知識をもって適切に対処すれば，それ

する病原性は，ウイルス株によりさまざまであるが，感
染犬は人を含む他の動物への感染源になり得る．H5N1
犬分離株は，PB2 の 627 番目のアミノ酸が哺乳動物型
のリジンに変異していた．

（5）そ　の　他
中国では，呼吸器症状を呈した犬から低病原性 H5N2
ウイルスや H9N2 鳥ウイルスが分離されている［21, 
22］．韓国では，H3N1 ウイルスが呼吸器疾患の犬から
分離された［23］．このウイルスは H3N2 犬ウイルス由
来の HA分節とヒト H1N1pdmウイルス由来の他 7 分
節をもつ遺伝子交雑体である．犬が新たなパンデミック
ウイルスを作り出す母体（混合容器）になり得ることを
示唆している．台湾では，呼吸器疾患の犬から H6N1
ウイルスが分離された［24］．このウイルスは鳥ウイル
スを起源とするが，PB2 の 627 番目のアミノ酸は哺乳
動物型のリジンであり，レセプター結合部位にも哺乳類
型変異が認められた．

4　犬インフルエンザ（H3N8 及び H3N2）の臨床

（1）ウイルス伝播
犬インフルエンザウイルスは，咳やくしゃみ，吠えに
伴う飛沫，及びウイルスが付着した環境（ケージ，犬舎
壁，餌や水容器，おもちゃ，寝床のタオルなど）との接
触により，他の動物へ伝播する．飼い主に付着してウイ
ルスが運ばれることも想定される．ウイルスは環境中で
2日程度は感染性を保持する．
ウイルスに感染した動物は，2～4 日の潜伏期の後発
症する．発症時のウイルス排出量は最大となるが，潜伏
期間中もウイルスは排出され，他の動物への感染源にな
る．宿主の免疫防御機構により，発症後はウイルス排出
量が減少するが，1週間程度は排出が持続する．

（2）症　　　状
ウイルスは犬の種類や年齢にかかわらず感染するが，
臨床症状はさまざまである．感染した犬の多くはウイル
スの上部気道での増殖に伴う急性の呼吸器症状を呈する
が，その症状は軽く，合併症がなければ 2～3 週間以内
に回復する．咳症状を中心に，鼻汁，くしゃみ，発熱，
倦怠，抑うつ，食欲不振が認められる．臨床的には，“ケ
ンネルコフ”と区別がつかない．20～25％は不顕性感
染である．
一部の感染犬では，細菌の二次感染や下部気道へのウ
イルス侵入・増殖に伴い症状は重篤化する．40℃以上
の高熱や呼吸促迫を伴う肺炎を発症し，胸部 X線検査
では肺葉に浸潤像が認められる．H3N8 犬ウイルスの初
発例であるグレイハウンドでは 30％以上の死亡率で
あったが［1］，ペット犬を含めた全体的な死亡率は
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は孤発例として押さえ込むことが可能である．このこと
から，すべての獣医師が犬インフルエンザについての知
識を共有することが，わが国での流行を許さないために
必要であろう．また，インフルエンザウイルスの犬への
感染は，新たなパンデミックウイルスを生み出す潜在
性を含んでいる．鳥ウイルスが人に感染するよう変異す
るためには，哺乳動物（たとえば豚）が介在宿主として
機能するとされる．特に，人と同居するペット犬に関し
ては，注意深い監視が必要であろう．人に感染する犬イ
ンフルエンザウイルス変異株出現の可能性は否定できな
い．
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